
昨日(9/7)の議論のまとめ	
	
＊TAC(SAC）の移行、望遠鏡や共同利用装置の立ち上げ方針、国立天文台から
京大に移す資源の内奥と移行時期については、提案が概ね了承された	
	
＊現岡山プログラム小委員会（TAC）に構成員や審議事項を追加し、3.8m望遠鏡
による共同利用（特に立ち上げ）について速やかに審議を始める	
	
＊１７Bはコールを12月に行い、現TACで審議することとする	
	
＊過渡期と考えて、従来の選出方法を踏襲する形で次期TAC（新SAC）の構成員を
選び、光赤外専門委員会に推薦するようにする	
	
＊望遠鏡や共同利用装置の立ち上げ方については、今回の提案を元にして、
TAC（SAC）を中心に詰めていく	
	
＊3.8m望遠鏡およびそれを利用した共同利用に対するコミュニティーからの支持を
より明確に示していくようにする。特に、国立天文台に要望書を出すことを検討する	


